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自在に花を咲かせる夢のホルモン（フロリゲン）を世界に先駆け発見！ 

～イネの遺伝子研究により７０年の謎を解明 

開花の薬剤の開発 穀物の増収や四季を問わない園芸作物の栽培に期待～ 

 
思い通りの時期に花を咲かせる植物のホルモン（花成ホルモン、フロリゲン）を奈良先端科学技術大学

院大学バイオサイエンス研究科植物分子遺伝学講座の島本功教授と大学院生玉置祥二郎らが世界に先駆け

発見した。この植物ホルモンは、７０年前にロシアの植物学者によりその存在が提唱され、夢のホルモン

と期待されながら取り出すことができず、現在まで解明されていなかった。島本教授らは、このホルモン

がイネの開花を促進する遺伝子（Hd3a）により作り出されたタンパク質であることをつきとめたもので、

分子生物学の手法を使い、イネにこの遺伝子を導入したところ通常５０－６０日要する日数が１５－２０日

で花を咲かせることができた。   

 この成果は４月１９日発行の米科学誌「サイエンス」のサイエンスエクスプレス（速報）としてオン・

ラインで掲載される。また、この論文に関するニュース記事も同時にサイエンス誌に掲載される。 

つきましては、関係資料を配付するとともに、下記のとおり記者発表を行いますのでご連絡いたします。 
 

記 

 
＜日 時＞ 平成１９年４月１９日（木） １４時００分～（１時間程度） 
 
＜場 所＞ 奈良先端科学技術大学院大学 バイオサイエンス研究科 大セミナー室（１階） 
      奈良県生駒市高山町８９１６－５（けいはんな学研都市） 
      ※アクセスについては、http://www.naist.jp/をご覧ください。 
 
＜ご連絡事項＞ 
本件及び配付資料については、掲載誌のプレス解禁日時（日本時間）が平成１９年４月２０日（金） 
午前４時となっておりますので、取扱いにはご注意願います。 
（１） また、本件につきましては、奈良県文化記者クラブをメインとし、学研都市記者クラブ、大阪科

学・大学記者クラブに同時にご連絡しております。 
（２）  取材希望がございましたら、恐れ入りますが４月１８日（水）１７：００までに下記ご連絡願い

ます。 
（３） 記者発表に関する問合せ先 
     奈良先端科学技術大学院大学 広報渉外係 田中 裕子  
     Tel : ０７４３－７２－５０２６    E-mail : s-kikaku@ad.naist.jp 
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【概要】 

思い通りの時期に花を咲かせる植物のホルモン（花成ホルモン、フロリゲン）を奈良先端科学技術大学院大学 バイオサ

イエンス研究科 植物分子遺伝学講座の島本功教授と大学院生玉置祥二郎らが世界に先駆け発見した。この植物ホルモンは、

７０年前にロシアの植物学者によりその存在が提唱され、夢のホルモンと期待されながら取り出すことができず、現在まで

解明されていなかった。島本教授らは、このホルモンがイネの開花を促進する遺伝子（Hd3a）により作り出されたタンパク

質であることをつきとめたもので、分子生物学の手法を使い、イネにこの遺伝子を導入したところ通常５０－６０日要する日

数が１５－２０日で花を咲かせることができた。   

  花成ホルモン（フロリゲン）は、植物が日長や気温などの環境の変化の刺激を受けて葉で作られたあと、花を作る組織

である茎の先端部に移動し、花を咲かせるホルモンとして提唱されてきた。しかし、その実体は不明で、過去７０年間にわ

たり、世界中の植物学者がその抽出を試みてきたがすべて不成功に終わっていた。花成ホルモンはすべての植物に共通の普

遍的な物質であることから、その発見は、自由自在に「花咲じいさん」のように、好きな時に植物の花を咲かせる技術につ

ながるだけに、研究者がしのぎを削っていた。花成ホルモンは、園芸植物だけでなくイネや麦などの穀類においても共通で

あることから、島本教授らの花成ホルモンの発見は、花を咲かせる薬剤の開発や穀類の増収にも結びつく可能性が示された。

この成果は４月１９日発行の米科学誌「サイエンス」のサイエンスエクスプレス（速報）としてオン・ラインで掲載される。

また、この論文に関するニュース記事も同時にサイエンス誌に掲載される。 

 

  島本教授らは、イネの花成を促進する遺伝子として知られているHd3a遺伝子に、緑の蛍光を発して目印となる発光タンパ

ク質の遺伝子 GFP を結合させたうえ、茎や葉の内部で栄養分が移動する通り道である維管束という部分で働くような性質を

持たせた合成遺伝子を作り、イネに導入した。その結果、この遺伝子を導入したイネは開花時期を短縮できた。さらに、緑

の蛍光を発するタンパク質（Hd3a:GFP 融合タンパク質）が葉および茎の維管束で観察されたのみならず、花を形成する茎の

先端（茎頂と呼ぶ）においても観察された。Hd3a:GFP 融合タンパク質はもともと葉のみで作られ、葉や茎の維管束、さらに

は茎の先端ではほとんど存在しないことから、Hd3aタンパク質が葉で日長の変化などの環境要因によって作られ、そのタン

パク質が茎の先端に運ばれ花を咲かせることが明らかになった。この結果によりHd3aタンパク質が花成ホルモン（フロリゲ

ン）であることが証明された。 

  

【本研究内容についてコメント出来る方】 

福田裕穂 教授  東京大学大学院理学系研究科生物科学専攻  

電話：03-5841-4461 FAX：03-3812-4929 fukuda@biol.s.u-tokyo.ac.jp 

和田清俊 教授 新潟大学理学部生物学科 電話・FAX 025-262-6369 ktw@bio.sc.niigata-u.ac.jp 

【本プレスリリースに関するお問い合わせ先】 

奈良先端科学技術大学院大学 バイオサイエンス研究科 植物分子遺伝学講座 

島本 功 教授 TEL 0743-72-5500/5501 FAX 0743-72-5502 

E-mail simamoto@bs.naist.jp 

 

【解説】 

どうして発見できたのか？ 



 

今回の発見は新しく分子生物学の方法を用いたことが成功につながった。この発見に最も貢献した研究技術は、光るタンパ

ク質GFP (Green Fluorescence Protein)をフロリゲンにつなげ、行動を追跡する目印としたことで、植物組織の中でタンパ

ク質の存在を見つけることが可能になった。つまり、タンパク質の植物内での居所を追跡できるようになったことである。

さらに、そのためには植物への遺伝子の導入と蛍光顕微鏡による解析技術の最近の進歩も大きく貢献した。つまり、遺伝子

の働きを解析するさまざまな分子生物学の方法の進歩がこの発見の原因であったと言える。 

 

花成ホルモン（フロリゲン）はどうして茎の先端に運ばれるのか？ 

今回の研究においてはフロリゲンの移動のしくみは明らかになっていない。維管束の最先端は花を作る茎の先端まではつな

がっていないため、いったん維管束から出たフロリゲンは何らかの機構で茎の先端まで移動すると想像できるが、これらは

今後、解決すべき課題である。 

 

花成ホルモン（フロリゲン）の発見はどういった効果をひきおこすのか？ 

花好きな人でなくても好きなときに好きな花を咲かせられたらどんなにいいだろうと思うときがある。花成ホルモン（フ

ロリゲン）は、ロシアの学者チャイラキアンが１９３６年、花を咲かせる日照条件で育てた植物の葉を切り取り花の咲かな

い日照条件で育てた植物に接ぎ木したところ、後者にも花が咲いたことから、その存在を提唱した。これまで７０年にわた

って植物学者を惹きつけてきただけでなく、一般の人にとってもその解明は夢とされてきた。今回の発見によって花を咲か

せるクスリの開発も不可能ではなくなった。さらに、フロリゲンはどの植物にも共通な普遍的な花成ホルモンであることか

ら、すべての花や作物の花を咲かせるのに役立つ。つまりこの発見により、園芸分野および穀類の増産に大きな可能性を生

み出す事が期待される。 

 

【用語説明】Hd3a 遺伝子 

イネの開花促進遺伝子として単離され、島本研究室においてこれまで、開花の短日植物（イネ、アサガオ）と長日植物（ダ

イコン、シロイヌナズナ）の違いが、Hd3a遺伝子の発現の制御の違いによって起こること（Nature 誌に２００３年発表）や、

夜間に受けた微量な光によりイネなどの開花が阻害される「光中断」の現象が Hd3a 遺伝子の働きの阻害によって起こるこ

と（アメリカ植物科学学会発行のPlant Cell 誌に２００５年発表）などを見つけている。 

 

添付写真の説明 

茎の先端（茎頂：将来花ができる場所）に存在する花成ホルモン（フロリゲン）。GFPタンパク質と融合した形で存在してい

るために緑に光って見える。 

（この写真を掲載を希望される方は島本教授にお問い合わせください。） 

 


